
 

 

図書館通信 
最上校図書委員会 №８ ７月２３日 

第 173 回 芥川賞・直木賞 前期該当作なし！ 

候補作品を読んでみよう！！ 
第 173 回芥川賞・直木賞（日本文学振興会主催）の選考会が 16 日、東京・

築地の料亭「新喜楽」で開かれ、芥川賞・直木賞とも「該当作なし」になった。

両賞該当作なしは 1998 年の第 118 回以来 27 年半ぶりで 6 回目。  

選考委員の川上弘美氏は「それぞれ心がひかれるものはありながら、何かが足

りなかった」と指摘。「芥川賞は何らかの新しい試みや視点がある作品に、と

いう願いがある。今回はもうひと踏ん張りしてほしいところだった」と述べ、 

該当作なしとした理由を説明した。  

選考委員の京極夏彦氏は「レベルが拮抗しており、突出して票を集めた作品が

なかった」と振り返った。「次回作では化けるだろう、この人ならばもっと傑

作を出すだろうという議論も出た」と語り、候補となった作家が今後、受賞に

ふさわしい作品を執筆することに期待した。  

※芥川賞候補作 ４作品 
『トラジェクトリー』 

グレゴリー・ケズナジャット著 
『鳥の夢の場合』 駒田隼也著  
『たえまない光の足し算』 

日比野コレコ著 
『踊れ、愛より痛いほうへ』  

向坂くじら著 

 

 

 

 

図書委員会活動として、今年度第 1回目の読み聞かせを７月１７日(木)向町すこや

か放課後児童クラブ「みずかみ」に行って来ました。 

第７１回青少年読書感想文コンクール課題図書小学校低学年の部に選ばれた絵本２

冊を持って、図書委員１年生の大場悠成さん、佐藤清智さん達は「ともだち」、３

年生の大場優友さん、片山萌佳さんは「ライオンのくにのネズミ」を読み、２年生

の内田諒太朗さん、加藤諒馬さんは小説から絵本になり、映画化にもなった話題作

「みんな、ワンダー」の読み聞かせをして来ました。生徒をおぼえていてくれた、

女の子がいて、とても嬉しかったです。しおりを作成して持っていき、児童の皆さ

んに選んでもらい、喜んでもらい、楽しく交流することができました。 

読み聞かせに行って来ました！ 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

※直木賞候補作 ６作品 
『ブレイクショットの軌跡』 逢坂冬馬著 
『乱歩と千畝 RAMPO と SEMPO』青柳碧人著 
『噓と隣人』 芦沢央著 
『踊りつかれて』 塩田武士著 
『N の逸脱』 夏木志朋著 
『逃亡者は北へ向かう』 柚月裕子著 



 

3年生は進学・就職に向け、充実した夏休みをじっくり、もう一度、自分

のことを振返り、将来について人生の一歩を考えてみよう。 

1・2年生は、勉強、部活、恋愛、旅行、バイト、etc. 

これからの皆さんに必要な本を揃えました。ぜひ、読んでみてください。 

      『自分を動かす魔法』 齋藤孝著 

      友達問題、コンプレックス。悩みを大きくしてしまう根本原因は、マ 

イナス思考にある。中高生に向けて、プラス思考の習慣を身につけ、 

人生を明るく生き抜く方法を紹介。 

『フレーフレー！就活高校生』 中島隆著 

就活する高校生たちを応援！就職を希望する高校生たち 

が、働くことのイメージを膨らませ、自分に合った就職先を選べるよ 

う、高校生の就職活動の仕組みと、それが抱える課題を示し、解決に 

向けた企業や学校の動きを紹介する。 

      『今さら聞けないひとり暮らしの超基本』 阿古真理著 

      掃除、洗濯、料理、お金、防災、防犯。初めてひとり暮らしをする人 

に向け、ラクに、自然と暮らしが整う、家事の考え方や技術を紹介す 

る。ひとり暮らしで直面するあれこれをまとめた。 

      『なぜ、あの人の文章は感じがいいのか？』 庄子錬著 

      メールやプレゼン資料、SNS、ブログなど公私において 

文章を書く機会は多い。「感じのいい文章」の共通点は「ムダが少な 

く、正確で、見やすい」「適度にキョロキョロしている」「いろいろ察 

している」の３点という。 

      『ほどよく孤独に生きてみる』 藤井英子著 

      離れていい。ひとりでいていい。 

誰かとうまくかかわるための、心地よい「心の守り方」とは？ 

      「近づきすぎない」幸せの秘訣。 

      人間関係は、なければ寂しく、あれば煩わしいものですね。 

ときどき、ほどよい孤独を選んでみませんか？ 

今年の夏はいかが過ごしますか？ 

 

 

 

 

 

 

背筋ひんやり怖い本はいかが！ 
 

『廃集落の Y家』 遠坂八重著 

恐怖、震撼、激賞の嵐。ホラーミステリ。 

『怪談ぐるい』 深津さくら著 

6代目怪談最恐位として人気の怪談師の実話怪談集。 

『事故物件 恐い間取り ４』 松原タニシ著 

本当に起きたことだけを静かな筆致で書く怪談と、 

臨場感あふれる間取り図が話題を呼び社会現象に。 

『告白怪談 そこにいる』 川奈まり子著 

各地から引き寄せられるように集まってきた怪異の体験談。 

『 怖い標識 』 藤白圭著 

この標識、どこかおかしい？ 

 

 

 

新庄北高最上校図書館８月開放カレンダー 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ 

夏季休業 

２ 

夏季休業 

３ 

夏季休業 

4 

夏季休業 

5 

夏季休業 
○6  

夏季休業 

７ 

夏季休業 

８ 

夏季休業 

９ 

夏季休業 

１０ 

学校閉庁日 

１１ 

山の日 

12 

学校閉庁日 

１３ 

学校閉庁日 

１４ 

学校閉庁日 

１５ 

学校閉庁日 

１６ 

学校閉庁日 

１７ 

夏季休業 

18 

夏季休業 ○19  

夏季休業 

○20  

夏季休業 

２１ 

夏季休業 

２２ 

夏季休業 

２３ 

夏季休業 

 25 

夏季休業 ○26  

２学期始業式 

○27  
２８ ２９ ３０ 

※○数字の日が開放日です。 

２４ 

夏季休業 

 
３１ 

 

 

  


